
 
 

 
 

平成 27 年 8 月 27 日 

消 防 庁 

全国版防災アプリ(災害種別に応じた避難支援アプリ)の整備に向けて 

 消防庁では、今年度から、特に地理に不案内な来訪者や旅行者に対し、災害種別

に応じて避難行動を支援することができる全国版防災アプリの整備に向けた検討を

行っています。 
この度、防災アプリに求められる機能の検証のため、試験用の防災アプリの作成

及び機能試験を実施することとし、一般競争入札（総合評価落札方式）による業務実

施者の調達を行うこととしました。 
今後、業務実施者を決定した後、実施者と具体的な内容を協議の上、試験用の防

災アプリの作成及び機能試験を実施いたします。 
 
１ 業務概要 

特に地理に不案内な来訪者や旅行者に対し、現在地の危険性の判断を支援し、

災害種別に応じて適切な避難行動を促すことができる全国版の防災アプリ（災

害種別に応じた避難支援アプリ）の整備に向けて、求められる機能を検証する

ための防災アプリの作成及び機能試験業務（平成 27 年 9 月から平成 28 年 3

月末までに実施） 

※アプリの主な機能は別紙参照 

 

２ 業務実施者の調達方法 

一般競争入札の総合評価落札方式（加算方式）による。 

提案書提出期限：平成 27年９月８日（火） 

入札日：平成 27年９月 14日（月） 

 
３ 関係資料 

入札公告及び入札説明書については、以下の日時場所で配布 

（１）日 時 平成 27年 8月 27日（木）から平成 27年 9月 7日（月）まで 

        平日午前 9時 30分から午後 5時まで 

 （２）場 所 消防庁防災情報室 

 

 

 

 
 

【担当】 
 消防庁防災情報室 明田 大石 

（代 表）03-5253-5111  
（直 通）03-5253-7526 
（ＦＡＸ）03-5253-7536 



 
 

別紙 

 

アプリの主な機能 

 

１ 自動通知（利用するタイミングでアプリ起動を促す） 

２ 避難行動支援 

①地図データ及び GPSによるナビゲーション 

②現在地の危険性判定・表示 

③災害種別（津波、洪水、土砂災害等）に応じた避難先（指定緊急避難場所

等）の表示 

３ 通信障害対応（オフライン時にも利用できる一時的なデータ保持） 

４ 多言語対応（日本語以外にも対応） 

５ テスト機能（実地試験のためのテスト機能） 
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災害の危険性が高まっていま
す。避難エリア外の安全な場
所に避難してください。

屋外が危険な場合は屋内の高
いところに避難してください

地図：電子国土Web（国土地理院）をもとに消防庁作成
 

 

 


